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書
評
―
―
松
野
敏
之
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』

新
田

元
規

序
―
―
著
作
に
焦
点
を
あ
て
る
型
の
朱
熹
思
想
研

究
と
し
て

朱
熹
の
著
作
の
い
く
つ
か
は
、
彼
の
教
説
の
体
系
性
を
反
映
し
て
、
篇
章
に

特
徴
的
な
構
成
を
つ
く
っ
て
い
る
。
経
書
の
注
釈
（
『
大
學
章
句
』
『
孝
經
刊

誤
』
）
と
経
書
の
注
釈
に
準
ず
る
編
纂
書
（
『
儀
禮
經
傳
通
解
』
）
が
そ
の
例
で

あ
り
、
全
体
の
篇
立
て
が
明
確
な
意
図
を
う
か
が
わ
せ
る
と
い
う
点
で
は
、
道

学
諸
儒
の
選
集
（
『
近
思
録
』
）
も
同
様
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
経
書
の
注
釈

類
に
お
い
て
、
「
経
―
伝
」
型
に
本
文
を
配
列
す
る
こ
と
に
拘
り
を
見
せ
て
い

る
の
も
、
朱
熹
の
著
作
に
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
著
作
の
構
成
と
、
教
説
の
体

系
性
が
密
接
に
関
わ
る
こ
と
は
、
朱
熹
門
人
や
そ
の
後
継
の
著
作
・
編
纂
物
に

つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
、
『
朱
子
語
類
』
『
性
理
字
義
』
、
そ
れ
に
「
大
全
」
型

の
性
理
書
が
そ
の
例
で
あ
る
。
朱
熹
と
い
わ
ゆ
る
朱
子
学
者
た
ち
の
著
作
に
つ

い
て
は
、
そ
の
篇
章
の
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
思
想
を
構
造
的
に

理
解
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
。

朱
熹
の
『
小
學
』
は
、
「
大
学
」
の
前
に
設
定
さ
れ
た
「
小
学
」
段
階
に
お

い
て
学
ぶ
べ
き
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
著
作
で
あ
り
、
す
べ
て
が
経
伝
や
史
・
子

書
の
記
述
の
切
り
貼
り
か
ら
成
っ
て
い
る
。
『
小
學
』
の
内
容
が
、
朱
熹
の
構

想
す
る
学
問
の
階
梯
に
お
い
て
、
修
己
治
人
の
学
（
『
大
學
』
の
内
容
で
あ
る
）

に
取
り
組
む
た
め
の
準
備
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
、
『
小
學
』
書
の

篇
章
の
構
成
に
見
ら
れ
る
朱
熹
の
意
図
、
そ
の
構
成
に
経
伝
や
史
・
子
書
の
材

料
を
組
み
込
む
た
め
の
刪
定
の
実
際
、
同
時
代
の
訓
蒙
書
と
対
比
し
て
の
構
成

面
で
の
独
自
性
は
立
ち
入
っ
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
松
野
敏
之
氏
の

『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
は
、
著
作
の
体
系
的
構
成
を
手
掛
か
り
と
す
る
朱
熹

思
想
の
研
究
を
『
小
學
』
に
及
ぼ
し
、
同
書
の
構
成
と
、
構
成
に
資
料
を
落
と

し
込
む
た
め
の
刪
定
の
分
析
を
通
じ
て
、
朱
熹
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
松
野
氏
著
者
は
、
著
作
に
焦
点
を
あ
て
る
型
の
朱
熹
思
想
研
究
を

前
進
さ
せ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
本
書
評
は
、
主
と
し
て
、
『
小
學
』
の
構
成
を
ど
う
理
解
す
る
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
松
野
氏
著
書
の
成
果
と
そ
の
問
題
点
を
検
討
す
る
（
第
一

章
）
。
も
う
一
点
、
『
小
學
』
の
要
石
と
い
う
べ
き
「
敬
」
概
念
に
焦
点
を
あ

て
て
、
同
書
の
う
ち
で
の
「
敬
」
の
取
り
扱
い
、
朱
熹
の
「
敬
」
思
想
と
の
整

合
性
何
如
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
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松
野
氏
の
見
解
を
紹
介
・
検
討
す
る
（
第
二
章
）
。

第
一
章

『
小
學
』
の
構
成
に
対
す
る
理
解
―
―

嘉
言
第
五
と
善
行
第
六
の
関
係
を
中
心
と
し
て

朱
熹
『
小
學
』
は
、
『
儀
禮
經
傳
通
解
』
と
同
様
に
、
経
伝
を
主
材
料
と
し

て
こ
れ
を
節
略
・
配
列
し
た
編
纂
書
で
あ
り
、
体
系
構
築
へ
の
志
向
と
、
「
経

―
伝
」
型
配
列
へ
の
拘
り
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
六
篇
の
関
係
と
各
篇
の
内
部
と

に
、
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
構
成
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
松
野
氏
著
書
第
二
章

第
二
節
「
宋
代
訓
蒙
書
と
『
小
學
』
の
構
成
」
に
お
け
る
詳
細
な
論
述
は
、『
小

學
』
の
こ
う
し
た
構
成
面
の
特
色
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
さ
せ
た
。

松
野
氏
は
、
『
小
學
』
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
、
内
篇
の
立
教
第
一
・
明
倫

第
二
・
敬
身
第
三
が
「
道
理
」
を
、
内
篇
の
稽
古
第
四
と
外
篇
の
嘉
言
第
五
・

善
行
第
六
が
「
道
理
の
実
践
事
例
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
と
す
る
と
理
解
し
て

い
る
。

配
列
の
核
と
し
て
は
「
立
教
」「
明
倫
」「
敬
身
」
を
定
め
た
。「
立
教
」

は
、
学
問
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
。
「
明
倫
」
は
、
人
が
家
庭
や
社

会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
人
倫
道
徳
。
「
敬
身
」
は
、
日
常
生
活

の
挙
措
動
作
や
礼
節
。
こ
の
三
者
を
小
学
と
し
て
学
ぶ
べ
き
学
問
の
要
点

と
し
て
提
示
し
た
。「
立
教
」「
明
倫
」「
敬
身
」
が
そ
れ
ぞ
れ
立
教
篇
（
第

一
）
、
明
倫
篇
（
第
二
）
、
敬
身
篇
（
第
三
）
と
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

「
立
教
」
「
明
倫
」
「
敬
身
」
を
実
践
し
た
人
々
の
故
事
や
史
話
を
、
稽

古
篇
（
第
四
）
・
嘉
言
篇
（
第
五
）
・
善
行
篇
（
第
六
）
で
挙
げ
て
い
く
。

…
…
『
小
學
』
全
体
と
し
て
は
、
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
が

道
理
編
、
稽
古
第
四
・
嘉
言
第
五
・
善
行
第
六
が
例
話
編
に
相
当
す
る
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
（
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
第
二
章
「
『
小

學
』
編
纂
」
、
第
二
節
「
宋
代
訓
蒙
書
と
『
小
學
』
の
構
成
」
、
九
六
頁
）

朱
熹
が
編
纂
に
意
を
注
い
だ
配
列
の
工
夫
は
、
立
教
篇
・
明
倫
篇
・
敬

身
篇
と
そ
れ
以
降
の
稽
古
篇
・
嘉
言
篇
・
善
行
篇
を
分
け
た
こ
と
で
あ

る
。
話
題
の
核
は
「
立
教
」
「
明
倫
」
「
敬
身
」
で
あ
る
が
、
そ
の
例
と

な
る
話
を
稽
古
篇
以
降
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
…
…
古
来
か
ら
の
教
え
（
立

教
篇
・
明
倫
篇
・
敬
身
篇
）
と
、
実
践
者
の
話
（
稽
古
篇
・
嘉
言
篇
・
善

行
篇
）
を
厳
然
と
分
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
纂
・
配
列
の
仕
方

は
、
当
時
に
お
い
て
異
例
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
朱
熹
は
経
書
に
記
さ
れ

た
聖
賢
の
訓
え
（
道
理
）
と
後
世
に
実
践
し
た
人
々
の
故
事
（
例
話
）
を

対
応
さ
せ
な
が
ら
二
部
構
成
と
し
て
『
小
學
』
を
編
纂
し
た
。
（
同
上
、

終
章
「
朱
熹
と
小
学
教
育
」
、
「
五
．
『
小
學
』
編
纂
の
工
夫
」
、
二
九
七

頁
～
）

松
野
氏
の
解
説
の
と
お
り
、
『
小
學
』
は
、
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身

第
三
が
「
学
問
の
要
点
」
を
示
し
、
残
り
の
稽
古
第
四
・
嘉
言
第
五
・
善
行
第

六
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
を
、
「
立
教
・
明
倫
・
敬
身
」
に
分
か
っ
て
、
こ
の
三

要
点
の
実
例
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
小
學
』
一
書
の
う
ち
で
、
立

教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
が
、
そ
れ
以
外
の
三
篇
に
対
し
て
基
軸
の
位

置
を
占
め
て
い
る
点
と
、
朱
熹
が
「
道
理
」
と
「
実
践
例
」
と
の
相
補
関
係
を

意
識
し
て
構
成
を
つ
く
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
松
野
氏
の
理
解
は
妥
当
で

あ
り
、
専
ら
に
内
篇
と
外
篇
の
間
に
内
容
の
質
的
な
相
違
を
見
て
取
る
従
来
の

解
説
は
、
修
正
を
要
す
る
。

（
一
）
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評
者
が
松
野
氏
の
理
解
に
つ
い
て
疑
問
を
覚
え
る
の
は
、
「
経
」
と
し
て
の

立
教
・
明
倫
・
敬
身
三
篇
を
補
完
す
る
役
割
に
あ
た
る
稽
古
・
嘉
言
・
善
行
三

篇
の
う
ち
、
特
に
嘉
言
第
五
の
内
容
を
ど
う
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
嘉
言
第
五

に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
事
親
奉
祭
、
豈
可
使
人
爲
之
」（
第
二
十
章
・
廣
明
倫
、

張
載
）
、
「
…
…
若
取
失
節
者
、
以
配
身
、
是
己
失
節
也
。
…
…
然
餓
死
極
小
、

失
節
事
極
大
」
（
第
四
十
四
章
・
廣
明
倫
、
程
頤
）
と
い
っ
た
語
は
、
規
範
そ

れ
自
体
を
内
容
と
し
て
お
り
、「
例
話
」
や
「
実
践
例
」
と
は
概
括
し
が
た
い
。

嘉
言
第
五
が
「
実
践
例
」
で
は
な
い
と
な
れ
ば
、
同
篇
を
、
稽
古
第
四
・
善
行

第
六
と
同
質
の
篇
と
し
て
横
並
び
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
だ
ろ

う
。外

篇
を
構
成
す
る
二
篇
の
内
容
と
相
互
関
係
を
ど
う
理
解
す
る
か
に
つ
い

て
の
こ
の
疑
問
は
、
内
篇
の
構
成
、
特
に
、
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第

三
と
稽
古
第
四
の
内
容
と
相
互
関
係
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
も
関
わ
っ
て
い
る

た
め
、
ま
ず
は
、
内
篇
の
側
を
め
ぐ
る
こ
の
問
題
を
確
認
す
る
。

内
篇
に
お
け
る
立
教
一
・
明
倫
二
・
敬
身
三
と
稽
古
第
四
の
関
係
は
、
稽

古
篇
の
序
に
示
さ
れ
て
い
る
。

孟
子
道
性
善
、
言
必
稱
堯
舜
。
其
言
曰
「
舜
爲
法
於
天
下
、
可
傳
於
後
世
。

…
…
憂
之
如
何
、
如
舜
而
已
矣
」
。
摭
往
行
、
實
前
言
、
述
此
篇
、
使
讀

者
有
所
興
起
。
（
朱
熹
『
小
學
』
稽
古
篇
第
四
・
序
）

右
の
序
文
の
う
ち
、
「
摭
往
行
、
實
前
言
、
述
此
篇
」
は
、
松
野
氏
著
書
で

は
「
古
人
の
言
行
を
と
り
あ
げ
て
こ
の
篇
を
ま
と
め
る
の
は
」
と
訳
さ
れ
、
こ

れ
に
対
応
し
て
、
稽
古
篇
の
内
容
は
、
「
経
書
や
史
書
な
ど
の
文
献
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
「
立
教
」
「
明
倫
」
「
敬
身
」
を
実
践
し
た
人
物
の
言
葉
や
行
動
を
集
め

．
．
．

た
の
で
あ
る
」
と
概
括
さ
れ
る
（
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
八
〇
頁
。
傍
点

評
者
）
。
松
野
氏
は
こ
の
よ
う
に
、
「
摭
往
行
、
實
前
言
」
に
い
う
「
往
行
」

と
「
前
言
」
を
、
「
古
人
の
言
葉
や
行
動
」
と
一
括
り
に
し
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
敬
身
第
四
の
内
容
を
指
す
と
解
す
る
。
し
か
し
、
伝
統
時
代
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
、『
小
學
』
の
注
釈
は
、
一
般
に
、
稽
古
第
四
の
序
に
い
う
「
摭
往
行
、

實
前
言
」
の
う
ち
、
「
前
言
」
と
は
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
の
内

容
を
指
し
、「
往
行
」
の
み
が
稽
古
第
四
に
挙
げ
る
実
践
例
で
あ
る
と
解
す
る
。

考
虞
夏
商
周
聖
賢
已
行
之
迹
、
以
證
前
篇
立
教
・
明
倫
・
敬
身
之
言
也
。

（
陳
選
『
小
學
句
讀
』
卷
四
・
稽
古
第
四
、
篇
題
注
）

朱
子
す
で
に
立
教
・
明
倫
・
敬
身
の
三
篇
を
し
る
す
。
又
い
に
し
へ
三

代
以
上
の
聖
賢
の
、
立
教
・
明
倫
・
敬
身
の
こ
と
を
を
こ
な
へ
る
、
事
跡

を
か
ん
が
へ
て
、
此
の
一
篇
を
し
る
し
、
さ
き
の
三
篇
に
あ
る
説
の
、
む

な
し
か
ら
ざ
る
証
拠
と
せ
ら
る
る
な
り
。
…
…
「
往
行
」
は
、
往
古
の
人

の
行
跡
な
り
。
こ
れ
を
「
摭
（
と
る
）
」
と
は
、
と
り
て
し
る
す
ぞ
。
其

と
る
所
の
行
跡
は
、
即
み
な
立
教
・
明
倫
・
敬
身
の
こ
と
な
り
。「
前
言
」

は
、
前
世
の
人
の
言
語
な
り
。
即
立
教
・
明
倫
・
敬
身
の
篇
に
し
る
す
所
、

皆
「
前
言
」
な
り
。
「
往
」
と
い
ひ
、
「
前
」
と
云
は
文
を
互
に
し
て
相

通
ず
。
こ
れ
を
「
実
に
す
」
と
は
、
こ
れ
を
証
す
る
義
な
り
。
今
と
る
所

の
往
行
を
以
て
、
さ
き
三
篇
の
「
前
言
」
の
、
む
な
し
か
ら
ざ
る
証
跡
と

す
。
（
中
村
惕
齋
『
小
學
示
蒙
句
解
』
内
篇
・
稽
古
第
四
、
篇
題
注
）

（
二
）

立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
の
す
べ
て
が
「
古
昔
聖
賢
之
言
」
で

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
篇
は
、
「
孔
子
曰
」
「
曾
子
曰
」
「
孟
子
曰
」
「
荀

子
曰
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
聖
賢
の
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
た
道
理
・
規
範
」

書評――松野敏之『朱熹『小學』研究』（新田）
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を
内
容
の
一
半
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
篇
を
、
「
前
言
」
と
概
括
す
る
こ
と

に
無
理
は
な
い
。
立
教
第
一
か
ら
敬
身
第
三
ま
で
が
、
「
言
」
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
稽
古
第
四
の
内
容
は
、「
聖
賢
の
言
行
」
で
は
な
く
、

「
聖
賢
の
行
」
に
限
ら
れ
る
。

稽
古
篇
第
四
・
序
の
「
摭
往
行
、
實
前
言
」
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
注
釈

に
沿
い
、
「
前
言
」
が
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
の
内
容
を
指
す
と

解
す
る
と
、
内
篇
の
第
一
・
二
・
三
と
第
四
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
次
の
よ
う
に
と

ら
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
は
「
道
理
・
規
範
」
を
内
容
と
し
、

「
聖
賢
の
言
葉
と
し
て
示
さ
れ
た
道
理
・
規
範
」
と
い
う
点
で
は
、「
言
」

と
も
表
現
で
き
る
。
ま
た
、
稽
古
第
四
に
お
け
る
「
実
践
例
」
の
内
容
は
、

「
言
」
を
含
ま
ず
「
聖
賢
の
行
」
の
み
で
あ
る
。

内
篇
全
四
篇
の
内
容
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
外
篇
の
嘉
言
第

五
の
内
容
は
、
内
篇
の
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
に
対
応
す
る
も
の

と
し
て
、
「
立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
の
〝
前
言
〟
に
も
と
づ
き
、

後
世
の
賢
哲
た
ち
が
こ
れ
を
敷
衍
し
た
〝
言
〟
で
あ
る
」
と
概
括
す
る
の
が
適

当
で
あ
ろ
う
。
「
敷
衍
」
と
い
う
表
現
を
と
る
の
は
、
『
小
學
』
嘉
言
第
五
の

内
部
区
分
を
表
示
し
た
「
廣
立
教
」「
廣
明
倫
」「
廣
敬
身
」
と
い
う
語
の
「
廣
」

字
の
意
味
を
汲
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。
嘉
言
第
五
も
や
は
り
、
「
言
」
と
は
い

い
つ
つ
、
そ
の
内
実
は
「
規
範
・
道
理
」
で
あ
り
、
「
実
践
例
」
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
外
篇
に
お
い
て
は
、
善
行
第
六
の
み
が
、
内
篇
の
稽
古
第
四
に
対
応

し
て
、
「
行
」
（
実
践
例
）
を
内
容
と
す
る
。

〔
内
篇
〕

立
教
第
一
・
明
倫
第
二
・
敬
身
第
三
…
…
規
範
・
道
理
お
よ
び
そ
れ
を
聖

人
が
述
べ
た
「
前
言
」
。

稽
古
第
四
…
…
規
範
・
道
理
の
実
践
例
と
し
て
の
「
往
行
」
。

〔
外
篇
〕

嘉
言
第
五
…
…
規
範
・
道
理
お
よ
び
「
前
言
」
を
漢
以
後
の
賢
哲
が
敷
衍

し
た
「
言
」
。

善
行
第
六
…
…
規
範
・
道
理
の
漢
以
後
に
お
け
る
実
践
例
と
し
て
の

「
行
」
。

右
の
理
解
で
は
、
『
小
學
』
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
、
「
立
教
第
一
・
明
倫

第
二
・
敬
身
第
三
が
道
理
・
規
範
、
そ
れ
以
外
の
三
篇
が
実
践
例
」
と
い
う
よ

う
に
内
・
外
篇
の
仕
切
り
を
棚
上
げ
に
し
て
全
体
を
二
分
す
る
の
で
は
な
く
、

内
篇
と
外
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
お
い
て
、「
道
理
・
規
範
」
と
「
実
践
例
」

と
い
う
構
成
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
「
古
典
に
見
え
る
聖
賢
の
言

と
行
」
（
内
篇
）
と
、
「
後
世
の
賢
哲
の
言
と
行
」
（
外
篇
）
と
の
関
係
は
、
さ

し
ず
め
朱
熹
の
学
に
お
け
る
『
四
書
』
と
『
近
思
録
』
と
の
関
係
に
類
す
る
と

言
え
よ
う
か
。
具
体
的
に
見
る
と
、
敬
身
第
三
の
「
孔
子
曰
―
―
非
禮
勿
視
、

非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
」
（
第
三
章
。
『
論
語
』
顔
淵
篇
）
と
、

嘉
言
第
五
の
「
伊
川
先
生
曰
―
―
顔
淵
問
克
己
復
禮
之
目
。
孔
子
曰
〝
非
禮
勿

視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
〟
、
四
者
身
之
用
也
。
由
乎
中
而
應

乎
外
、
制
乎
外
所
以
養
其
中
也
。
…
…
」（
第
六
十
八
章
・
敬
身
・
心
術
之
要
）

の
二
章
は
、
敬
身
第
三
と
嘉
言
第
五
と
の
間
で
、
「
道
理
・
規
範
」
と
「
実
践

例
」
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
「
道
理
・
規
範
」
と
「
道
理
・
規
範
の
敷
衍
」

と
い
う
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
や
す
い
。



- 9 -

松
野
氏
も
、
嘉
言
第
五
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
が
単
な
る
「
実
践
例
」

の
み
で
な
い
こ
と
は
了
解
済
み
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
部
分
的
に
「
こ
の
道

理
を
実
践
し
た
人
の
話
や
道
理
に
適
っ
た
発
言
」
（
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、

七
九
頁
）
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
嘉
言
第
五
を
強
い
て
「
実

践
例
」
の
範
疇
に
押
し
込
む
よ
り
は
、
内
篇
に
お
け
る
「
前
言
」
と
「
往
行
」

の
関
係
と
対
応
さ
せ
、
外
篇
に
つ
い
て
も
、
「
嘉
言
第
五
は
、
賢
哲
た
ち
の

〝
言
〟
と
い
う
形
を
と
っ
た
道
理
・
規
範
。
実
践
例
と
し
て
の
〝
行
〟
は
、
善

行
第
六
の
み
」
と
し
て
解
す
る
ほ
う
が
、
『
小
學
』
全
六
篇
の
内
容
の
実
際
に

対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

嘉
言
第
五
の
内
容
を
「
道
理
・
規
範
の
敷
衍
」
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、

嘉
言
第
五
が
『
小
學
』
全
書
の
う
ち
で
占
め
る
重
要
性
の
度
合
い
を
一
考
す
る

余
地
が
生
じ
る
。
朱
熹
は
、
敬
身
第
三
に
お
い
て
「
心
術
之
要
」
を
区
分
し
て

い
る
が
、
実
際
に
「
心
術
之
要
」
の
範
囲
に
収
録
さ
れ
た
古
典
の
文
言
を
見
て

も
、
「
ふ
る
ま
い
を
敬
（
つ
つ
し
）
む
」
こ
と
と
、
「
心
を
保
持
し
覚
醒
さ
せ

て
お
く
」
こ
と
の
関
係
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
、
嘉
言
第
五
に
採
ら
れ
る
「
只
整
齊
嚴
肅
、
則
心
便
一
。
一
則
自
無
非
辟

之
干
」
（
第
六
十
五
章
・
廣
敬
身
、
程
頤
）
と
い
っ
た
語
は
、
そ
れ
と
わ
か
る

よ
う
に
、
外
面
の
つ
つ
し
み
が
心
の
集
中
を
も
た
ら
す
こ
と
を
説
い
て
お
り
、

嘉
言
第
五
の
こ
う
し
た
語
を
前
提
に
す
る
こ
と
で
、
あ
る
べ
き
立
ち
居
振
る
舞

い
を
述
べ
た
だ
け
の
素
朴
な
規
範
が
、
な
ぜ
「
敬
」
を
め
ぐ
る
「
心
術
之
要
」

（
三
）

に
相
当
す
る
の
か
了
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
六
十
五
章
に
か
ぎ
ら

ず
、
「
敬
」
の
「
心
を
つ
つ
し
む
」
面
は
、
嘉
言
第
五
の
「
敬
身
」
項
に
お
い

て
よ
く
説
明
さ
れ
て
お
り
、
朱
熹
が
、
「
敬
」
の
教
説
を
、
『
小
學
』
の
う
ち

に
彼
の
考
え
る
よ
う
な
内
実
で
も
っ
て
組
み
込
む
上
で
、
嘉
言
第
五
に
収
め
ら

れ
た
二
程
ら
先
哲
の
言
は
、
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
二
章

『
小
學
』
に
お
け
る
「
敬
」
の
内
実
―
―

『
小
學
』
に
お
け
る
広
汎
な
「
敬
」
と
朱
熹
の
「
敬
」

の
対
応

朱
熹
『
小
學
』
は
、
洒
掃
応
対
の
し
方
や
父
母
師
友
間
の
倫
理
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ら
個
別
の
規
範
を
支
え
る
「
敬
」
の
姿
勢
に
重
点
を
置
き
、
中
核
を

成
す
一
篇
と
し
て
敬
身
篇
を
設
け
て
い
る
。
『
小
學
』
へ
の
「
敬
」
の
組
み
込

み
の
実
際
を
、
収
録
文
献
の
選
別
と
加
工
の
実
例
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し

た
の
も
、
松
野
氏
著
書
の
意
義
で
あ
る
（
第
五
章
「
敬
身
篇
の
編
纂
」
）
。

松
野
氏
に
よ
れ
ば
、
朱
熹
は
、
『
小
學
』
一
書
に
お
い
て
、
「
敬
」
の
教
説

を
古
典
に
基
礎
づ
け
、
小
子
が
「
敬
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
着
手
点
を
示
す

こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
意
図
の
も
と
、
古
典
の
文
言
に
「
敬
」
を

読
み
取
り
、
ま
た
文
言
の
刪
定
を
通
じ
て
、
「
敬
」
概
念
の
内
実
に
調
整
を
施

し
た
。
松
野
氏
の
挙
げ
る
事
例
で
い
え
ば
、『
禮
記
』
哀
公
問
に
見
え
る
「
敬
」

の
文
言
を
、
敬
身
第
三
の
序
に
組
み
込
む
に
あ
た
り
、
刪
定
に
よ
っ
て
、
「
妻

・
子
・
我
が
身
体
を
敬
む
」
か
ら
「
我
が
身
を
敬
む
」
へ
と
一
般
化
し
て
い
る

の
は
、
こ
う
し
た
調
整
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
。

（
四
）

『
小
學
』
が
、
古
典
の
文
言
の
う
ち
に
「
敬
」
を
読
み
取
る
上
で
、
あ
る

程
度
そ
の
含
意
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
は
、
朱
熹
の
「
敬
」
を
め
ぐ
る
教

説
と
対
応
す
る
。
朱
熹
は
、
「
敬
」
概
念
を
対
他
的
な
も
の
と
し
て
だ
け
で
な

く
自
己
完
結
的
な
も
の
と
し
て
も
解
し
、
ま
た
、
容
貌
威
儀
に
類
し
た
外
的
な

ふ
る
ま
い
の
面
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
応
じ
た
心
的
態
度
と
し
て
の
「
敬
」
を

も
強
調
し
て
お
り
、
総
体
と
し
て
、
「
敬
」
の
内
実
を
拡
張
気
味
に
整
備
し
て

（
五
）

い
る
。
朱
熹
が
こ
の
よ
う
に
「
敬
」
を
自
他
と
内
外
に
広
げ
て
設
定
す
る
こ
と

書評――松野敏之『朱熹『小學』研究』（新田）
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は
、
彼
が
「
敬
」
を
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
れ
る
取
り
組

み
と
す
る
こ
と
と
も
整
合
す
る
。
松
野
氏
が
、
『
小
學
』
一
書
に
お
け
る
広
が

り
の
あ
る
「
敬
」
を
、
基
本
的
に
は
朱
熹
の
「
敬
」
思
想
の
反
映
と
し
て
理
解

し
て
い
る
こ
と
も
、
基
本
的
に
は
首
肯
で
き
る
。

た
だ
し
、
改
め
て
『
小
學
』
一
書
の
「
敬
身
」
項
に
分
類
さ
れ
る
内
容
を

見
渡
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
は
、
「
自
己
完
結
の
敬
」
や
「
心
的
態
度
と
し
て

の
敬
」
と
い
っ
た
拡
張
と
は
次
元
を
異
に
し
て
著
し
く
広
汎
で
あ
る
。
「
読
書

が
敬
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
「
心
を
専
一
に
さ
せ
る
修
養
の
一
環
」
と
し
て

ま
だ
し
も
整
合
的
な
説
明
が
つ
い
て
い
る
が
、
「
仁
人
者
、
正
其
誼
、
不
謀
其

（
六
）

利
、
明
其
道
、
不
計
其
功
」（
嘉
言
第
五
・
第
五
十
六
章
・
廣
敬
身
、
董
仲
舒
）

も
、
「
『
大
學
』
、
孔
氏
之
遺
書
、
而
初
學
入
德
之
門
也
。
…
…
」
（
嘉
言
第
五

・
第
八
十
一
章
・
廣
敬
身
、
程
頤
）
も
す
べ
て
が
「
敬
身
」
で
あ
る
と
な
る
と
、

お
よ
そ
、
「
修
身
」
相
当
の
内
容
で
あ
れ
ば
何
で
も
「
敬
身
」
に
入
れ
ら
れ
る

か
に
思
わ
れ
る
。

松
野
氏
は
、
『
小
學
』
に
お
い
て
「
敬
身
」
に
分
類
さ
れ
る
章
の
内
容
が
、

「
敬
」
と
は
関
係
が
希
薄
に
思
え
る
場
合
で
も
、
朱
熹
の
意
図
を
丁
寧
に
汲
み
、

そ
れ
が
「
敬
身
」
の
一
環
を
成
す
所
以
を
説
明
し
、『
小
學
』
に
お
け
る
「
敬
」

を
、
一
応
の
思
想
的
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
。
「
危
急
の

お
り
に
抜
け
穴
な
ど
を
使
っ
て
姑
息
に
逃
亡
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
、
「
生

涯
を
通
じ
て
清
廉
や
質
素
を
貫
い
た
」
と
い
う
の
も
、
「
徹
底
し
て
規
範
意
識

を
維
持
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
「
動
時
・
静
時
を
貫
い
て
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
敬
（
つ
つ
し
）
む
こ
と
」
と
い
う
「
敬
」
に
包
括
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
、
と
。

（
七
）

松
野
氏
の
よ
う
に
、
朱
熹
が
現
に
「
敬
身
」
の
う
ち
に
包
摂
し
て
い
る
広
い
意

味
に
即
し
て
、
『
小
學
』
一
書
の
「
敬
」
を
把
握
す
る
と
い
う
の
も
確
か
に
解

釈
の
一
の
立
場
で
あ
ろ
う
。

評
者
は
と
い
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
「
敬
」
と
の
関
連
が
希
薄
な
諸
章
か
ら

考
え
て
、
『
小
學
』
に
お
け
る
「
敬
身
」
の
内
容
が
広
汎
に
過
ぎ
、
「
い
ま
自

分
の
目
の
前
に
あ
っ
て
為
す
べ
き
こ
と
を
正
し
く
行
っ
て
い
く
こ
と
に
意
識
を

集
中
す
る
」
（
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
二
三
〇
頁
）
と
い
う
「
敬
」
の
核
心

を
ぼ
や
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
考
え
る
。『
小
學
』
の
「
敬
」
が
、

そ
の
内
実
と
し
て
散
漫
の
き
ら
い
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
事
態

を
余
儀
な
く
し
て
い
る
『
小
學
』
編
纂
の
方
向
性
を
新
た
に
検
討
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
評
者
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
な
見
通
し
が
あ
る
わ

（
八
）

け
で
は
な
い
が
、
松
野
氏
著
書
の
成
果
を
土
台
と
し
た
『
小
學
』
研
究
の
展
開

の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
提
言
し
た
い
。

結
語

以
上
、
『
小
學
』
六
篇
の
相
互
関
係
と
、
『
小
學
』
書
に
お
け
る
「
敬
」
と

朱
熹
の
「
敬
」
思
想
の
対
応
何
如
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
、
松
野
氏
著
書
の
成

果
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
評
者
の
異
見
を
提
起
し
た
。
今
後
、
松
野
氏
と
後

続
の
研
究
者
が
、
『
小
學
』
研
究
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
展
さ
せ
る
た
め
の
問
題

提
起
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

《
注
》

（
一
）『
小
學
』
が
解
説
さ
れ
る
場
合
、
内
篇
と
外
篇
の
区
分
が
先
入
観
と
な
る
た
め
か
、

六
篇
の
う
ち
で
「
道
理
」
と
「
実
例
」
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

か
が
正
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
宇
野
精
一
『
小
學
』
（
明
治
書
院
、
一
九
六
五

年
）
の
「
解
題
」
は
、
「
『
小
學
』
は
内
外
二
篇
に
分
か
れ
て
お
り
、
内
篇
は
経
伝
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を
引
用
し
た
儒
教
倫
理
概
論
、
外
篇
は
内
篇
に
説
か
れ
た
所
の
正
し
い
こ
と
を
漢

以
降
の
人
々
の
言
行
に
よ
っ
て
実
証
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
き
、
ま
た
、
『
朱
子

全
書
（
修
訂
本
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
第

十
三
冊
所
収
『
小
學
』
の
王
光
照
・
王
燕
均
「
校
点
説
明
」
は
、
「
『
小
學
』
分
内

外
両
篇
、
内
篇
重
在
説
理
、
為
全
書
之
正
篇
。
外
篇
則
重
在
實
證
、
為
全
書
之
附

編
」
と
説
く
。
こ
う
し
た
説
明
に
は
、
上
篇
の
稽
古
第
四
が
「
実
証
」
で
あ
る
こ

と
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
文
で
後
述
す
る
と
お
り
、
下
篇
の
嘉
言
第

五
は
む
し
ろ
「
説
理
」
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
る
。

（
二
）
中
村
惕
齋
『
小
學
示
蒙
句
解
』
は
、
『
漢
籍
國
字
解
全
書
』
第
七
卷
（
早
稲
田
大

学
出
版
部
、
一
九
三
三
年
）
収
録
に
拠
る
。
引
用
部
は
一
九
九
・
二
〇
〇
頁
。
引

用
に
あ
た
り
、
読
点
を
一
部
句
点
に
改
め
、
中
点
・
引
用
括
弧
を
新
た
に
用
い
た
。

（
三
）
敬
身
第
三
に
採
ら
れ
る
「
居
處
恭
、
執
事
敬
…
…
」
（
『
論
語
』
子
路
）
、
「
出
門

如
見
大
賓
…
…
」
（
同
顔
淵
）
と
い
っ
た
文
言
を
念
頭
に
置
く
。

（
四
）
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
第
五
章
「
敬
身
篇
の
編
纂
」
、
二
三
二
頁
。

（
五
）
朱
熹
は
、
「
〝
敬
〟
が
行
わ
れ
る
の
は
、
〝
敬
う
〟
相
手
が
存
在
す
る
場
合
に
限

る
」
と
の
説
を
批
判
し
て
、
「
対
象
が
特
定
さ
れ
な
い
〝
敬
〟
」
を
説
い
て
い
る
。

『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
第
五
章
「
敬
身
篇
の
編
纂
」
、
二
二
七
頁
。
「
敬
」
が
心

を
対
象
に
集
中
さ
せ
る
修
養
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
前
二
二
九
・
二
三
〇

頁
。

（
六
）
『
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
第
五
章
「
敬
身
篇
の
編
纂
」
、
二
四
六
頁
。

（
七
）
稽
古
篇
の
第
三
十
八
章
（
敬
身
・
心
術
之
要
）
は
、
孔
門
の
高
柴
（
子
羔
）
が
、

日
頃
か
ら
君
子
の
振
る
舞
い
を
心
が
け
、
危
急
の
お
り
に
も
抜
け
穴
か
ら
の
逃
亡

を
拒
ん
だ
逸
話
を
『
孔
子
家
語
』
か
ら
採
録
す
る
。
こ
の
逸
話
が
敬
身
項
に
採
ら

れ
た
趣
旨
を
、
松
野
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
朱
熹
が
高
柴
を
「
敬
」
の
例

と
み
な
す
の
は
、
逃
亡
す
べ
き
非
常
時
で
あ
っ
て
も
、
常
日
頃
か
ら
実
践
し
て
い

た
行
動
規
範
に
一
貫
し
て
従
う
姿
勢
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
小
學
』
で
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
清
廉
・
質
素
・
行
動
規
範
を
徹
底
さ
せ
た
こ
と
も
「
敬
」
の
心

術
の
例
と
し
て
示
す
の
で
あ
る
」
。
朱
熹
『
小
學
』
研
究
』
、
第
五
章
「
敬
身
篇
の

編
纂
」
、
二
三
八
頁
。

（
八
）
ご
く
単
純
な
解
釈
と
し
て
は
、
朱
熹
が
、
『
小
學
』
に
、
「
小
子
の
ま
ず
学
ぶ
べ

き
」
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
涯
を
通
じ
て
取
り
組
む
べ
き
事
柄
や
、
学
問
の
全

体
に
見
通
し
を
与
え
る
事
柄
（
立
教
序
に
い
う
「
教
え
る
所
以
」
や
「
学
ぶ
所
以
」
）

ま
で
も
盛
り
込
も
う
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
意
欲
が
、
「
敬
身
」
の
内
容
の
散
漫

化
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

書評――松野敏之『朱熹『小學』研究』（新田）
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